
Ⅰ．はじめに

　２００６年度から林野庁の新生産システム推進対策事業（以下，新
生産システム）がスタートした。このモデル事業は，低コストで
大ロットの木材安定供給体制の構築をはかるもので，林業採算性
の改善が期待されている。九州では，熊本，宮崎，大分，鹿児島
の４地域が取り組んでいる。今回調査を行った熊本における新生
産システムの特徴は，熊本県森林組合連合会（以下，県森連）と
岡山にある集成材メーカー・銘建工業（株）が中心となり，協同
組合くまもと製材（以下，くまもと製材）を設立し，原木消費量
が年間１０万m３の工場を新設することにある（1）。そこで消費さ
れる原木は長さ３m，末口径２４cm以上の大径材である。新生産
システムに参画している事業体の２００５年度における素材生産量は
２２．４万m３であるが（2），末口径２４cm以上の割合は３割程度しか
なく，現在の状況では新生産システム参画団体だけでは原木供給
が困難な状況にある。そのため，森林組合を中心とした参加事業
体は，皆伐を含めた高齢級林からの素材供給体制の確立を求めら
れているが，皆伐施業をほとんど行っていない組合も多く，今後
の取り組み次第では，素材が十分集まらないことも考えられる。
そこで，現状把握と将来に向けた取り組みに関して，熊本県下の
森林組合すべてに聞き取り調査を行ったので，その結果を報告す
る。

Ⅱ．調査対象および使用データ

　調査対象は熊本県内の森林組合（１７組合）および県森連とした。
すべての森林組合および県森連に対し，２００７年８〜１１月に概ね２
回以上の聞き取り調査を行った。主な項目としては，１）現在の
素材生産体制の状況，２）増産に向けた素材生産体制への取組，

３）体制整備の際の問題点である。統計資料には，「平成１７年度
版熊本県森林組合の統計」及び各森林組合の総代会資料，熊本県
が行った高性能林業機械の導入状況調査のデータを使用した。

Ⅲ．結果と考察

１．素材生産の現況
　表－１に森林組合の素材生産状況を示す。森林組合全体として
は，年間に２０．７万m３の素材生産量がある。素材生産量に占める
主伐の割合は，２７．８%と低く，主伐の割合が２０％以下の組合が８
組合あり，半数以上を主伐で行う森林組合は４組合のみであった。
これらの組合の内，玉名，八代は年間の素材生産量が２千m３未
満であり，実質的には主伐を中心に行っている組合は２組合だけ
であった。
　素材の生産性については，生産量の中に民間の請け負わせがあ
る組合については単純には計算ができないので，民間業者への請
け負わせのない組合（伐出，保育による従事者の区別がされてい
ない玉名を除く）について，素材生産量を伐出事業従事者の人日
数で割ることにより計算すると，２．４５m３/人日となった。主伐を
中心に行っている鹿本及び上球磨はそれぞれ，３．５，３．９m３/人日
と高い値を示した。
２．素材生産計画
　新生産システムの最終年度である２０１０年度の素材生産計画をみ
ると，森林組合全体で３５．８万m３となっており，２００５年度ベース
で約７割の増産計画となっている。倍増以上の増産を計画してい
るのは７組合で，そのうち６組合は年間の素材生産量が５千m３

以下の組合である。逆に，年間の素材生産量が２万m３以上の３
組合は，約４割の増産計画となっている。この計画量は，森林組
合の素材生産体制及び現状管内の資源量を基に，組合，県森連が
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中心となって検討を行った際の値である。
３．増産に向けての課題
　多くの組合が増産体制構築のための最重要課題として，労働力
（特に林産班）の確保をあげていた。林産班の増員を検討してい
る組合は１５組合と多い。しかしながら，新規雇用を増員の中心に
考えている組合は３組合しかなく，その他の組合は造林班からの
編入を検討していた。素材生産事業は，その専門性の高さから林
産班を固定することによるメリットは大きいが，多くの組合では，
労働力不足のため造林事業との併用が避けられない状況であった。
ただし，主伐が増加すれば，必然的に植林・下草刈りといった保
育作業も増加するので，労働力の総数を増加させていく必要があ
ると思われた。民間の素材生産業者との連携を行っている森林組
合は６組合あったが，新たに４組合が検討を行っていた。
４．林産事業の方向性
　林産事業の方向性としては，「間伐から主伐」，「定性間伐から
列状間伐」，「受託林産から買取林産」をあげていた（それぞれ
１１，４，９組合）。熊本県のスギ民有林面積は地域による差はある
ものの８〜９齢級にピークがあり，４０年生以上の林分が５０%を超
えている。こうした状況の中，多くの組合が主伐中心の事業展開
を考えてはいるものの，国産材価格の低迷による森林所有者の切
り控え，国・県からの間伐事業の割り当て等の影響により対応が
遅れていた。熊本県では列状間伐は，国有林・県有林を中心に行
われているが，私有林では所有者の意向がとりにくいとのことで
あった。買取林産は，素材を安定的に供給していくためには，必
要なことと考えている組合は多く，すでに買取を行っている組合
もあるが，買取林産は受託林産に比べてリスクも多く，積極的に
取り組んでいるのは１組合のみであった。
５．高性能機械化
　表－２に，熊本県下の森林組合に関係する高性能林業機械の台
数及び稼働日数を示す。高性能林業機械は１１組合，３０台導入され
ていた。ただし２２台が１９９８年度以前の導入であり，機械の更新の
時期にきていた。また，メンテナンス費用も多くかかることから，
ほとんど稼働していない機械も３分の１ほどあった。そのため，
年間の稼働日数も最も使われているプロセッサ以外は，１００日を
越えていない。球磨川流域には，人吉球磨林業機械センターが存
在しており，周辺組合にリースを行っている。素材生産量が小規
模の組合にとっては，必要なときに短期間のリースが可能となる
このセンターはメリットがあるが，通年高性能林業機械を使用し
たい組合にとっては，機械補助の多くがセンターに流れるため，
組合に補助がつきにくい要因となっていた。将来的には，１５組合
で高性能林業機械の導入・増大の計画があるが，これまで導入し
ていなかった組合では，高額機械の導入に関する不安はかなりみ
られた。
６．おわりに
　増産計画について，生産量については不安を感じていないが，
２４cm上の大径材の収集に不安を感じるという声も多く聞かれた。
また，大径材とともに出材される２４cm下の材により，木材価格
のさらなる低下を引き起こすのではないかという声も聞かれた。
林業採算性の改善を目標に掲げている新生産システムではあるが，
木材価格の低下を避けるための素材供給の仕組みを考える必要が
ある。
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表－１．森林組合の素材生産状況
民間業者
への請負
わせ　　

伐出事業
従事者
（人日）

伐出事業
従事者
（人）

２０１０年度
素材

生産計画
（千m３）

主伐割合
（％）

素　材
生産量
（千m３）

組合名

無４９４７６０２１７．３１１．２緑 川
無００（注１）１９９．００．８玉 名
無４００４２７２０８４．８１４．１鹿 本
無２６３１１６１８６．４４．９菊 池

有（注２）１７６４４１４４８５６．１５８．６阿 蘇
有（注２）００（注１）３６２０．０２６．６小 国 町
無１２３６２２１３６８．９１．８八 代
有１７７６９１１３０．０１．５水俣芦北
有３６４３２０１６０．０９．５人 吉 市
有４２３２１５１２．０９．４中 球 磨
無３１４７１９１１１．９５．７多良木町
無７５３８３３４２６３．５２９．８上 球 磨
有１０２１９８４２．８２．７相 良 村
無４９０３２４２０４２．４８．６五 木 村
無１５１８７８４０．６３．１山 江 市
無７０７１３１２４４６．１１４．８球 磨 村
無３４３６１５１０２．１４．３天草地域

６４９３８４３８３５８２７．８２０７．４合　計
資料：表中のデータは「平成１７年度版熊本県森林組合の統計」及び筆者の

聞き取り調査（２００７年）による。
注１：伐出，保育による区別がなされていないため
注２：主に一人親方への請負わせ

表－２．熊本県下の高性能林業機械導入台数及び稼働状況（２００３年）
スキッダフォワーダタワーヤーダプロセッサハーベスタ

４７６１０３台数（台）
森林組合
所有 ８２５８６６１０５８９平均稼働

日数（日）

０１０９３台数（台）人吉球磨
林業機械
センター
所有 －６６－１５４２０３平均稼働

日数（日）

資料：熊本県業務資料




